
蔭㌻：

「手話通訳者」と

「要約筆記者」の

役割とは？

子璃犠」

聴覚に障害のある人は、全国

に約29万人います。聴覚に障

害がある方たちは、音声によ

る意思疎通が困難です。

生活、医療、地域、社会参

加などのさまざまな場面で、

聞こえない方と聞こえる方が

お互いコミュニケーションを

取れるように、支援します。

聴覚障害者か住み慣れた地

域で積極的な社会参加ができ

るよう、行政が手話通訳及び

要約筆記派遣事業を行なって

います。
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「手話適訳・要約等記派遣事業」

実施市町一覧

【手話通訳派遣事業　実施市町】

いなべ市　桑名市　　四日市市

鈴鹿市　　亀山市　　名張市

伊賀布　　津市　　　松阪市

伊勢市　　鳥羽市　　志摩市

尾鷲市　　熊野市

木曽岬町　東員町　　菰野町

朝日町　　川越町　　多気町

明和町　　玉城町　　度会町

大紀町　　紀北町

【要約筆記派遣事業　実施市町】

いなべ市　桑名市　　四日市市

鈴鹿市　　亀山市　　名張市

伊賀布　　津市　　　松阪市

伊勢市　　鳥羽市　　志摩市

尾鷲市

木曽岬町　東員町　　菰野町

朝日町　Iii越町　　多気町

明和町　　玉城町　　度会町

大紀町　　紀北町

固堅二二 三頚岩岳

手話通訳“要約
筆記って”〇・

なんだろう？

腐窮を待つ皆ナまへ
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手話通訳・要約筆記

●手話通訳とは

日本語を手話に置き換えたり、手話

を日本語に置き換えることで、聞こえ

ない方と聞こえる方の、お互いの意思

疎通支援を行います。

●要約筆記とは

聞こえない方と聞こえる方のお互い

の意思疎通のために、話の内容を文字

にして伝えることです。話すスヒード

は書くスヒートより速いため、全てを

文字化はできないので、話の内容を要

約しつつ、筆記します。その方法は

「手書き」「ハソコン」と2つありま

す。

手話通訳・要約等記派遣の流れ
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④瀦頭書へ）硫董する手話」萄訪7 

諾誓㌘弼効を　　　干害宝玉的錨の漑依頼した：言蒜 
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